
海外だより 9（気象学関連雑記）

ブラジルからの手紙（3）パンタナール紀行＊

松　山 洋＊＊

　1．はじめに
　日本の皆さん，お元気ですか？

　かくいう私も，2年問にわたるブラジルでの研究生

活を終え，2000年11月に元の職場（東京都立大学大学

院理学研究科）に戻って来ました．日本に帰ってきて

からしばらくは浦島太郎的な生活を送っていました

が，帰国して1年も経たないうちに，今度は旅行者と

して，またしてもブラジルに出かけることになってし

まいました．

　というわけで，今回は，ブラジルでの野外調査に関

する話のうち，私の印象に残ったことを中心に紹介し

たいと思います．

　2．調査の概要

　今回，私がブラジルに来ることになったのは，文部

科学省平成13年度基盤研究（B）（1）（No．13572037）

「ブラジル・パンタナールにおける熱帯湿原の持続的開

発と環境保全」（研究代表者：横浜国立大学教育人間科

学部　丸山浩明）に参加することになったからです．

「地球の歩き方」（「地球の歩き方」編集室，1997）によ

れば，パンタナール（Pantana1）という言葉は，湿地・

沼沢地を意味する“パンタノ”に，大きい，広いこと

を意味する“アール”をつけたもので，この大湿原は

ブラジル（Brazil），ボリビア（Bolivia），パラグアイ

（Paraguay）の3国にまたがって広がっています（第

1図）．面積約23万km2（ブラジル領は約13万km2）は

湿原としては世界最大だそうで，これは日本の本州の

大きさに相当します．

＊A　letter　from　Brazil（3）A　general　survey　of

　PantanaL
＊＊Hiroshi　MATSUYAMA，東京都立大学大学院理学

　研究科．

◎2001　日本気象学会

　湿原を育む水は，あらゆる生物にとって必要不可欠

な環境資源です．しかしながら，人間の無秩序かつ不

適切な開発行為や，気候の乾燥化などによる砂漠化の

影響によって，水文環境の荒廃は世界各地で深刻な問

題になっています．本研究では，世界の中でも最も生

物種が多様かつ豊富な大湿原の1つであるパンタナー

ルを研究対象として，熱帯湿原の持続的な開発と環境

保全策を実証的に解明することを目的としています．

研究期間は2001年度からの3年間です．

　今年度の調査団の構成は第1表に示す通りで，人文

地理学と自然地理学の研究者が協力して仕事をすると

いう，学際的なチームになっています．私の担当は「気

象・植生活動の年々～季節変化に関する環境動態解析」

となっていますが，これまで同様，既存の気象・水文・

衛星データの解析が中心になります．ですから今回は，

フィールド調査としては乾季の景観観察を行う程度で

よかったので，宮岡邦任さん（三重大学教育学部）の

水文調査の補助と通訳が主な役割となりました．研究

代表者の丸山さんはブラジルに通算2年以上暮らした

経験がありますが，他の3人はこれが初めてのブラジ

ル訪問なので，こんな私でも少しは役に立ったようで

す．

　実際には，第1表の5人に，ガイドのMarceloTeix－

eira　Cesar　de　Oliveiraさん（サンパウロ大学出身の

“自称”生物学者，以下マルセーロさん）が加わった6

人で行動することになりました．今年は1年目なので

全般的な調査が中心です．具体的には，観光が盛んな

パンタナール北部から入って，時計回りに移動し，自

然豊かなパンタナール南部の大農場（バイアボニータ）

で定点調査という行程でした（第1図）．バイアボニー

タを選んだのは，マルセーロさんが1990年以降十数回

ここに通って，この地域や大農場の人々をよく知って

いることによります．ただし，私と西脇保幸さん（横

浜国立大学教育人間科学部）は，日程の都合上，定点
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第1図　南米大陸とパンタナールの概念図．（b）

　　　　は舗装道路，細い実線は河川，破線は未舗装道路，

　　　　付近を通って東西に伸びる二点鎖線は州の境界を表す

　　　　びている鉄道（日本の民鉄記号）もある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100km

はDraffen6！α1．（1996）に加筆したもので，太い実線

　　　　　図の左側の一点鎖線は国境，ポートジョフレ

　　　　　　　この他，カンポグランジから3方向に伸

第1表 文部科学省平成13年度基盤研究（B）（1）（No．13572037）「ブラジル・パンタナールにおける

熱帯湿原の持続的開発と環境保全」の調査団構成．

（研究代表者）丸山浩明

（研究分担者）西脇保幸

松山　洋

宮岡邦任

（研究協力者）仁平尊明

横浜国立大学教育人間科学部
研究総括，ビオトープの検出と住民の持続的環境資源利用方策に関する調査

横浜国立大学教育人間科学部
湿地環境に及ぽす人的インパクトと環境保全に関する調査

ブラジルの環境教育調査

東京都立大学大学院理学研究科
気象・植生活動の年々～季節変化に関する環境動態解析

三重大学教育学部
湿地の水質検査や湿原の古環境復元，水収支の環境動態解析

筑波大学大学院生命環境科学研究科

持続的環境資源利用法方策に関する調査，水文調査
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調査の途中で先に帰りました．

　3．クイアバの熱帯夜

　2001年8月7日に日本発，サンパウロ近辺での準備

作業を終えて，パンタナール北部の入口になるクイア

バには8月12日に着きました．空港の電光掲示版は

340Cを示しており，東京にいるのとほとんど変わりま

せん．もっとも，湿度が低いので東京よりしのぎやす

いのは確かです．

　面白かったのは夕食に入ったレストランでの出来事

です．生ビールを飲んでいると，こちらが飲み終わる

タイミングを見計らうかのように，頼みもしないのに

お代わりが出て来るのです．まるで盛岡のわんこそば

ならぬ「わんこビール」で，私のようなビール好きに

はたまりません．クイアバには合計4泊して2軒のレ

ストランに入りましたが，どちらも同じような過剰

サービスでした．クイアバで買った地図帳（Miranda

andAmorin，2001）によれば，ここの最高気温の月平

均値は通年30。C以上と，1年を通じて暑いので呑んべ

えが多いのでしょうか？　実際，帰りの日本行きの飛

行機の中で読んだ現地の新聞（8月31日付Folha　de

Sao　Paulo紙）の天気概況によれば，8月31日のクイ

アバの最高気温は37。Cとブラジル各地の主要都市の中

でも最も暑く，日本とは季節が逆のはずの南半球にい

るとは思えませんでした．

　ほろ酔い気分になって，ホテルではパンツ1枚で爆

睡しました．上の地図帳によれば，8月の最低気温の

月平均値は20。C以下と，ここは典型的な大陸性の気候

を示します．しかしながら，私たちが泊まった時が異

様に暑かったのか，東京の真夏の夜中とほとんど変わ

らないように感じられました．

　4．トランスパンタネイラ

　クイアバからパンタナール北部に入るのには，トラ

ンスパンタネイラ（パンタナール縦断道路）がメイン

ルートになります．これは途中のポコネからポート

ジョフレまでの145kmの未舗装道路で（第1図），乾

季の8月には赤土のほこりを巻き上げて車が行き交い

ます．

　車窓からは，ワニやら鳥やら獣やら，「パンタナール」

（中隅，1990）で紹介されている動物が次々に出てきま

す（写真1）．これは動物好きの人にはたまりません．

かくいう私は，雨季と乾季の水位差がどれくらいある

のかに興味がありました．

写真1 ワニがうようよいる池（16。44’S，56052W）

にて記念撮影．トランスパンタネイラにか

かる橋のほとんどは木でできているのだ
が，中にはこのようにコンクリート製のも

のもある．GPS計測（Garmin社製ertex）
は仁平尊明さん（筑波大学大学院生命環境
科学研究科）による（以下同じ）．

写真2 トランスパンタネイラにかかる橋（16。37’S，

56。46W）をバックに立つ筆者．筆者の身長

は約180cmである．

　トランスパンタネイラは周囲よりも小高いところを

走っており，川を横切るところでは一車線分の木の橋

がかかっていることが多いのです．今回調査した乾季

の8月にはほとんどの川が干上がっており，ある橋は

川底から約2mの高さにかかっていました（写真2）．

現地で聞いた話では，雨が非常に多い年を除いては，

トランスパンタネイラを走って雨季にもポコネから

ポートジョフレまで行けるそうですから，この地点

（16。37S，56。46W）における雨季と乾季の水位差は2

m程度と考えてよさそうです．これは，前述した「地

球の歩き方」中の記述とも矛盾しません．

　SMMR（Scanning　Multichannel　Microwave
Radiometer）とSSM／1（Special　Sensor　Microwave／
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Imager）の37GHzの偏波の輝度温度差から，南米各地

の水域面積の季節変化について調べたGiddings　and

Choudhury（1989）によれば，パンタナールでは水域

面積が4月に最大，10月に最小になることが分かって

います．しかしながら，水域面積と水収支の季節変化

の対応については明らかにされていませんから，これ

はぜひとも自分で解析したいと思っています．ちょう

どMatsuyama　and　Masuda（1997）がアマゾン川流

域で行ったのと似たような解析をすることになりま

す．

　今はほこりだらけのトランスパンタネイラが，雨季

には泥んこ道になるのでしょう．雨季にもこの道を

走って，ぜひその光景を見てみたいと思いました．もっ

とも，雨季の水位を調べるのに喜々として車外を歩き

回っていたら，足元でワニが口を開けて待ってたりし
て．．．．．．

　5．コシンの水

　パンタナール東部の町，コシンに着いたのは8月19

日のことでした．ここは，パンタナール南部に流れ込

むタクワリ川の上流部に当たります（第1図）．パンタ

ナール南部の大農場で定点調査を行う予定の私たち

は，「流域一貫」（中村，1999）という考え方に立って

いますから，河川の上流と下流の関係を考える意味で，

コシンは重要な位置にありました．実際，ここには

Minist6riodoInterior（内務省）が設置したタクワリ

川の水位計がありました．これは，今回の調査で得ら

れた，パンタナールの水位変動に関する唯一の定量的

な資料であり，8月21日の水位は4．06mを示していま

した．

　コシンに着いたその日の夜，宿の主人が言いました．

「コシンの水はおいしいぞ．ほら，飲んでみなさい」．

普通，ブラジルではミネラルウオーターを買ってきて

飲料水とします（私がブラジルで暮らしていた時もそ

うしていました）．ところが，この宿ではコカコーラの

ペットボトルに水道水を汲んで，冷蔵庫で冷やして飲

んでいます．その美味しいこと！

　そこで，8月22日にコシンの水道局に聞き取り調査

に出かけました．主として対応してくれたのはSebas－

tiaoIdelberto　Bezellsさん（以下，セバスチャンさん）

で，コシンの上水道は7本の井戸でまかなわれている

とのことでした．毎日の井戸の稼働時間は，取水量が

目標値の上限／下限の範囲内に収まるよう計画的に決

められます．井戸からの水はタンクに貯められ，この

タンクヘの浄化物質の投入も，井戸の取水と同期して

自動的に行われるそうです．

　もっとも，今年の8月は電力不足のため，取水量が

目標値の下限を下回ることもあったようです．パンタ

ナールに来る前にサンパウロ人文科学研究所で聞いた

話では，今年は電力危機で，昨年の20％節電しないと

やっていけないということでした．ブラジルはほとん

ど水力発電に頼っているのに（ブラジル日本商工会議

所，1993），今年は雨が異様に少ないのです．それに加

えて，7～9月のコシンは乾季なのに水需要はそれな

りにあるので，渇水期の水対策をどうするかが問題だ

と，セバスチャンさんは言っていました．

　宮岡さんは，7本の井戸の3次元情報や地質柱状図，

それに配水量の季節変化が分かって大喜びです．また，

水道局構内にある井戸の採水もさせてもらえました．

それにしても，アポなしで突然やってきた外国人に，

どうしてこんなに親切に対応してくれたのでしょう？

日本でも他山の石にしたいと思いました．

　6．バイアボニータにて

　カンポグランジから通称「麻薬道路」を通って，パ

ンタナール南部の玄関口，コルンバには8月25日に着

きました．ここはブラジルとボリビアの国境に近く，

町中を歩いている人もインディオ系の顔立ちをしてい

る人が多くなってきます．

　コルンバから定点調査を行うバイアボニータヘは，

トラックの荷台にロングシートと屋根を据え付けた車

に揺られて，でこぽこ道を行きます．仁平尊明さん（筑

波大学大学院生命環境科学研究科）のGPS計測（Gar－

min社製ertex）によれば，バイアボニータまでの距離

は187kmとのことでした．もっとも，途中で珍しい動

植物が出てくるたびに写真休憩になったので，所要時

間は約10時間，宿に着いた時には真っ暗になっていま

した．

　翌朝起きてみると，宿の前にはその名の通り「美し

い（ポルトガル語でボニータ）湖（同じくバイア）」が

広がっています．乾季には大平原となるパンタナール

では，微妙な地形の違いで水が残ったり，草地になっ

たり，森林があったり，そして様々な動物が我者顔で

闊歩したりと，多様な景観が広がっています．乾季の

池は，宮岡さんの仕事場であると同時にワニの避難場

所でもありますから，採水するのも命がけです（写真

3）．それにしても，雨季にはこの大平原が水没してし

まうのです．その光景をぜひ見てみたいと思いました．
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写真3　ワニがうようよいる池で水質を調査する宮
　　　　岡邦任さん（三重大学教育学部）．パンタ

　　　　ナール南部（18。5rS，56。32W）にて撮影．

　バイアボニータの大農場の面積は約1，750haある

そうで，丸山さんと仁平さんはGPS片手に件のト

ラックでそこら中を走り回って，地図を作ることから

調査を始めました．S／Aコード（日本時問2000年5月

2日13：00以前にGPSに施されていた精度劣化装

置）の廃止もあって単独GPS測位の精度は飛躍的に

向上し（重松，2000），現在では精度4m程度で位置を

決められる場合もあるようです．また，Garmin社製

ertexでは移動経路やポイントを記憶しておいて，後

でデータをパソコンに転送したり，図を描いたりする

ことができ（フリーソフトが必要），往時を知る者には

隔世の感があります．その昔，S／Aコードの影響を軽

減するために，簡易型differentialGPSを苦労して開

発したこと（富田，松山，1996）などは，昔話になっ

てしまいました．

　私と西脇さんは，地図の完成を待たずして，8月28

日にバイアボニータを後にしました．翌週には，都立

大で大学院（修士課程）の入試が控えていたのです．

現地に残された3人がその後どうなったかは，寡聞に

して私は知りません（注1）．

　7．おわりに

　パンタナールで一番気をつけなくてはならないの

は，ワニでもへびでもなく実はハチです．松山（1995）

でも紹介したように熱帯の蚊も恐いのですが，今のと

ころ蚊による被害は出ていません．8月16日の午後，

休憩時に車外に出た一行は，みんな黒いハチに刺され，

しばらくはしびれが止まりませんでした．かくいう私

は，体調を崩していて車外に出なかったので難を逃れ

たのでした．マルセーロさんの話では，乾季はハチの

活動期であり，大農場で働いていてハチに刺されて亡

くなった人もいるそうですから，対策を真剣に考えな

いといけません．しかしながら，これだけは「注意深

く行動する」しかないでしょう．

　乾季のパンタナールは「起伏の少ない大平原」とい

う方がふさわしく，大湿原といわれても私にはピンと

来ませんでした．もっとも，雨季にパンタナールを訪

れればこの印象は大きく変わるのでしょう．それまで

に，少しは自分の研究も進めておきたいと思います．

また，私のブラジル生活の後半（1999年10月～2000年

10月）は，家庭の事情で遠出できなかったので（松山，

2001），久々にブラジルの大自然を満喫することができ

ました．

　というわけで，私とブラジルとの付き合いはもうし

ばらく続くことになりそうです．

　（注1）本稿投稿直前の2001年9月11日夜（日本時間）に，

アメリカ合衆国で同時多発テロが起こって全米の空港が封

鎖された．日本航空（JAL）サンパウロ線は，ニューヨーク

（JL47／48便）またはロサンゼルス（JL63／64便）を経由する．

そして，バイアボニータに残った3人は，サンパウロ9月14

日発のJL47便で日本に帰ってくる予定になっているのだ

が，無事に帰国できるのか本当に心配になってきた（注2）．

　（注2）結局，バイアボニータに残った3人はKLMオラ

ンダ航空の飛行機でアムステルダム（オランダ）に行き，そ

こから別のJAL便に乗り継いだ．そして地球を一周して，

当初の予定通り（経路はだいぶ違うが），9月16日に日本に

帰ってきたのであった．なお，サンパウロ～アムステルダム

間は別払いだったが，アムステルダムから先のJAL便では

航空券の振り替えが認められたそうである．やれやれ．
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国際学術研究集会への出席補助金受領候補者の募集のお知らせ

一国際学術交流委員会

　日本気象学会細則第7章「国際学術交流」に基づき，

国際学術研究集会への旅費もしくは滞在費の補助を下

記により行いますので，希望者は期日までに応募願い

ます．

記

1．対象の集会

　　A：2002年6月1日～2002年11月30日および

　　B：2002年12月1日～2003年5月31日の期間

　　　　外国で開かれる国際学術研究集会

2．応募資格

　　日本気象学会会員で国際学術研究集会に出席し論

　　文の発表もしくは議事の進行に携わる予定の者．

　　ただし，他から援助のある者は除く．

　　なお大学等の研究を本務とする機関で定職に就い

　　ている者で，複数回の助成は原則として認めない

　　こととする．また大学院生の場合は，原則として

　　修士2年程度の研究実績を要するものとする．

3．募集人員

　　若干名

4．補助金額

　　開催地域を考慮し最高15万円程度

5．応募手続

　　所定の申請書類を期日までに国際学術交流委員会

　　（〒100－0004　東京都千代田区大手町1－3－4

　　　　　　気象庁内日本気象学会気付）に提出する．

　　大学院生は指導敦官の推薦状を併せて提出する．

期日　A：2002年3月15日

　　　B：2002年9月15日

注：申請書は最新の様式のものを日本気象学会事務局

　　から取り寄せるか，気象学会ホームページにある

　　ものを使用すること．申請書の様式は断りなく変

　　更することがある．古い様式の申請書で応募して

　　も受理しない．

　　またe－mai1での申請は受け付けない．

6．補助金受領者の義務

　　当該集会終了後30日以内に集会出席の概要を「天

　　気」に掲載可能な形式で1ぺ一ジ（2000字）程度

　　にまとめ，報告書として委員会に提出する．
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